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　抄　録
遊びの中に見る子どもの情動調整と社会化の発達
佛教大学大学院教育学研究科　生涯教育専攻　博士後期課程　永 島 す え み
本研究の目的は、異なる年齢のきょうだいがみせる養育者（母親）とのかかわり、およびきょうだ
いのかかわり（遊びを通して）を観察し、そこに生じている三者の交流を分析してきょうだいの情動
の発達について検討を進めることにある。観察された状景は、子どもたちが遊びだし、母親がその遊
びを禁止するまでを１状景として、４状景に構成することができた。弟K君は、手足を使って周囲の
探索行動に余念がない。他方、兄はＫ君と一緒に遊ぼうとして、Ｋ君の興味を惹くことに常に関心を
向けている。同時に、周囲にいる全ての人（弟・自分自身・母親・観察者までをも含め）を観察し、
それぞれの情動が変化していることに気づいている。母親は、きょうだいの遊びを見守り、危険な時
にはその遊びを止めさせている。また、子どもたちの気持ちに成り込み、母親自身の情動と子どもた
ちの情動を調整する二重の調整活動を行っていた。
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はじめに
子どもの社会化の発達は、乳幼児期には社会
の最小単位である家庭内で主にかかわることに
なる養育者である母親の基準、生活の時間を一
緒に過ごす父親やきょうだい（兄弟・姉妹）の
基準に影響を強く受けるといわれている（１）。
しかしながら、同時にまた、その子ども自身に
備わっている情動である快、不快、喜び、恐れ、
怒り等の情動の発達や自己認知の発達にも影響
を受ける。この泣く、笑う、怒る、恐れる等の
身体的な表出を伴う強い感情の動きを示す情動
は、新生児では未分化な興奮のみ（２）といわれ
ていたが、現在では誕生時に既に満足、興味、
苦痛の情動が備わっていて、誕生後１年もする
と喜び、興味、驚き、悲しみ、怒り、恐れ等の
情動が認められ、２歳半ごろからは誇り、恥、
罪悪感等も出現して３歳までには情動が出そろ
うと報告されている（３）。
主な情動に関する研究手法としては、面接や
質問紙による自己報告、表情や行動を観察して
解釈・意味付けを行う観察法、生理的な反応（心
拍数の変動、脳波の変動、顔面筋の変化、皮膚
温度の変化、ホルモンの測定など）を測定する
等が挙げられる。自分の意識を報告することが
難しい乳幼児を対象にする研究においては、自
己報告による調査は難しく、二者間（養育者と
乳幼児、乳幼児間）における行動の変化の観察
や生理的な反応の測定が主な研究手法として採
用されている。また、行動の変化を伴う二者間
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の相互作用における情動の変化については、ビ
デオカメラによる撮影の分析も盛んに行われる
ようになっている。しかし、観察される養育者
側がビデオカメラを意識してしまい、自然な相
互作用を抑制してしまう等の欠点がみられる。
したがって、できる限り被験者が緊張せずに自
然な行動をとることができる環境の下で観察す
るために研究者の近親者・友人・知人とそのお
子さんが被験者になる場合もみられている。し
かしながら、情動は出現してから消失するまで
が短時間（ときには数秒から数分以内）であり、
研究者が人偽的に作り出した環境下ではなく、
自然発生的な環境下においてもその変化を観察
することができる。本稿では、街角における一
組の母子と兄弟が互いのかかわりの中で情動の
変化を見せた状景を描写し、異なる年齢におけ
るこの兄弟の社会化の発達について考察を試み
る。
Ⅰ　研究方法
１．研究の目的
子どもが社会のルールを学ぶ過程は、日々の
生活の中に生じる重要他者（本稿においては母
親と兄弟）とのかかわりの中で、情動の交流や
コミュニケーションを発展させてゆく過程であ
るとも考えられる。社会のルールは、重要他者
とのコミュニケーションを通じて知り、重要他
者の情動を引き起こす行動を ｢取り｣、その「誘
い」や ｢促し｣ に乗り、ときには ｢逆らう｣ こ
とで衝突しながら学ぶからである。本研究の目
的は、年齢の異なるきょうだい（兄弟）が見せ
る母親への対応、およびきょうだい間における
対応と情動の状景を分析し、異なる年齢の子ど
もが見せる社会化の発達過程を検討することに
ある。
２．研究手法
街角のバス停においてみられた１組の親子
（推定年齢30歳前後の母親・６歳前後と１歳５
か月前後の兄弟）の行動観察である。バス停に
は、長椅子（２脚）、大きな揺らすことのでき
るゴミ箱（１個）、タバコの吸い殻入れ（１個）
が設置されていた。研究者の観察位置は母親が
座っている長椅子から１ｍほど後方に置かれて
いる長椅子である。
観察記録は、観察直後に乗ったバスの中で思
い起こしのメモを取り、時間の経過に沿いなが
ら、母親が兄弟の行動を禁止したために兄弟の
遊びに変化がみられた場面までを１状景にし、
分けることのできた状景１～４について分析し
た。
３．倫理的配慮
母親と兄弟の匿名性を保持するために、観
察をした場所であるバス停の地名を記述せず、
きょうだいは「兄」、「弟、または『K君』」と
記述した。K君の命名は、研究者が親子のいる
バス停へ着いたときに、母親が携帯電話に没頭
していたことに由来し、携帯電話の「携
けい
」をロー
マ字表記の「K」にした。
４．情動の「調整活動」と「成り込み」の
　　概念
子どもと養育者は別個の身体でありながら
も、互いの相互作用を通じて二者一体感を感じ、
互いの情動を感じて調整している。特に養育者
やケア者は、子どもの気持ちに合わせて自分の
思いをさまざまに修正、変形させる情動の調整
活動をしているといわれている4）5）。その例と
しては、子どもが情動を示したときに子どもに
共感して子どもの情動があたかも養育者自身の
気持ちであるかのように感じ取り（成り込み）、
子どもの情動を静めるための調整と養育者自身
の気持ちの修正をする、養育者によくみられる
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２重の調整活動である。典型例としては、乳児
が排泄をして気持ち悪いために泣いていること
に気付いたときの養育者の行動と言葉かけにみ
られる。養育者は、「濡れたの、気持ち悪いね」
と声をかけてオムツを換える。「排泄で濡れた
オムツを着けていることは気持ち悪い」という
養育者の気持ちを乳児の気持ちとして自分自身
に映し出し、養育行動に繋げているのである。
さらに、オムツを換えた後には、乳児の不快の
気持ちが快の気持ちになったと感じて、「ああ、
気持ちいいね」と乳児の笑顔を誘いだす。この
養育者による時宜を得た対応は、養育者と子ど
もの愛着形成に欠くことのできないものだと考
えられている。
Ⅱ　観察された状景の詳述
１．状景１「ゴミ箱での遊び」：
　　母親による兄弟ふたりへの最初の禁止
研究者がバス停に着いてまず目にしたのは、
母親が長椅子に座り携帯電話でメールを打つの
に没頭し、兄が母親の３ｍほど右側後方にある
ゴミ箱を揺らし、弟がバス停と隣の空き地の間
にある30cmほどの側溝を行ったり来たりして
いる姿であった。バス停に着いて２～３分経過
したときである。兄が「ｋ君！」と呼びかけ
て、嬉しそうな表情でゴミ箱を大きく揺らしだ
した。側溝の中で行ったり来たりしていた弟は、
兄の呼びかけに応じて側溝を出ると、兄と一緒
にゴミ箱を揺らし始めた。
ちょうどそのときである。母親は携帯電話で
のメールを終えた。兄弟を見ると二人で一緒に
ゴミ箱を揺らしている。「ここに来なさい」と
長椅子の自分が座っているすぐ横を指さした。
兄は、直ぐにゴミ箱から手を離して母親の指示
した場所へと行き、腰かけた。K君は相変わら
ずゴミ箱を揺らし続けている。その様子に母親
は、「ｋ！　汚いからここ来なさい！」と怒っ
た強い口調で、ゴミ箱を揺らし続けているＫ君
に禁止を告げた。
２．状景２「吸い殻入れでの遊び」：
　　母親によるK君への２回目の「禁止」
K君は母親の怒った強い口調にゴミ箱揺らし
を止めて、母親の側へ近づいて行った。しかし
途中で、長椅子の前に置かれているタバコの吸
い殻入れの上に、紙片が引っ掛かり風に揺られ
ているのに気付く。紙片の方へと歩いて行き、
吸い殻入れの中に押し込み始める。上手にでき
ずに数回試みている。その様子を見ていた母親
は、長椅子から立ち上がるとK君の手の甲を叩
たき、K君の手を握ると長椅子の方へ引き寄せ、
長椅子に腰を下ろした。K君は、母親に握られ
ている手を振りほどくと兄の側へ行き、兄の横
に置かれていたビニール袋を長椅子から払い落
し、その場所に座った。すると母親は、「もお！」
と言いながら、K君に払い落されたビニール袋
を拾い上げた。ビニール袋の中から本を取り出
し、バックに入れ、「ゴミ箱に捨ててきて！」
とK君にビニール袋を手渡した。K君は母親か
らの依頼を聞いてビニール袋をゴミ箱に捨てに
行った。しかしごみ袋を捨てた後は、長椅子へ
は戻らずに、側溝へ行きその中で行ったり来た
りする遊びを再開した。
３．状景３「側溝の中での往復遊び」：
　　母親によるｋ君への３回目の「禁止」
再度側溝で遊びだしたK君を見た母親は、「汚
いから出なさい！」と言いながら、K君の方へ
行きかけた。その時、バスが近づいてきた。バ
スに気付いた母親は、立ち止り、「バスが来る
よ！」とK君に向かって言い、長椅子の上に置
かれていたバックとサッカーボールを手に取ろ
うとした。しかし、サッカーボールをなかなか
保持できない。手間取っている。兄は、バス
の方へと行きかけたが、母親を待って長椅子
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とバスとの中間に立ち止り、母親の方を見て
いる。母親の「バスが来るよ！」を聞いたK君
は、側溝から出て母親のすぐ横に立ち、母親が
サッカーボールを持ち上げるのを待っている。
バスの運転手は、母親がサッカーボールに手間
取っている様子を見て、母子が乗らないものと
判断したようである。降者客がいなかったため
か、直ぐに出発してしまった。すると母親は、
「あー！行ってしもうたわ。また、待たないと
いけないね」と下を向いたままで顔を少々赤ら
めながら言われた。兄は、母親の顔を見なが
ら「Kのせいやで！　ねー」と母親の機嫌を確
かめながらもバスに乗れなかった理由をK君に
転嫁し、その後は長椅子に座った。母親と兄の
言うのを聞きながらK君は、二人の傍を離れて
再々度の側溝での遊びを始めた。母親はやっと
のことで持ち上げることのできたサッカーボー
ルとバックを再び長椅子の上に置き、側溝で遊
び続けているＫ君を、「K！」と抱き上げて連
れ出し、長椅子の側に立たせた。
４．状景４「車道への距離を縮めるスリル
　　遊び」：母親の兄弟二人への禁止
すると今度は兄が、サッカーボールを持つと
長椅子から立ち上がり、そのボールを歩道の上
に置いてその上に座り、車が車道を走り去るの
を楽しそうに眺め始めた。そして、K君の方へ
視線を向けては、車道の方へと身体全体を傾け、
満足そうな様子でK君の関心を引き出した。兄
の姿に興味をもったK君は、母親の長椅子の側
を離れて歩道にいる兄の横に行き、真似をして
しゃがんだ。さらに兄は、傍にしゃがみこんだ
K君に「もう少し前に座ろう！」と誘いをかけ、
車道の方へとにじり出た。するとK君も兄に続
いてにじり出た。その様子に兄は、嬉しそうな
表情で再度にじり出る誘いをかけた。K君が兄
の誘いに乗って車道の方へとにじり出ていく様
子を見た母親は、「ダメ、あぶないから」と軽
い口調で禁止を伝えた。その母親の禁止を無視
するかのように兄は、ほんの少しまたまた車道
の方へと寄って行った。その兄に続いてK君も
前へと出た。「だめ！あぶない！」と母親がき
つい口調で怒鳴った。兄は母親の口調の変化に
関心を向けて、母親の顔を見、そのまま動きを
止めた。しかし、K君は母親ではなく、兄への
誘いをかけようとして兄の顔を見ながらさらに
車道へとにじり出る動きをした。母親は長椅子
から立ち上がり、K君の方へ行き、抱き上げる
とお尻を強く叩いた。K君はついに泣きだした。
その時、次のバスが来て、サッカーボールを持っ
た兄を先頭に、母親はK君を抱いたままで、バ
スに乗車して去った。
Ⅲ　状景の分析
１．状景１：兄弟と母親の間における思い
　　のズレと母親からの干渉
母親は携帯電話でメールすることに没頭、兄
はゴミ箱揺らしに満足、弟K君は側溝の感触を
楽しむことに夢中と、三者がそれぞれに興味関
心のあることに専心している間は、互いへの干
渉はみられずに経過している。しかし、兄がひ
とりでのゴミ箱揺らしに飽きて、一緒にゴミ箱
を揺らしてくれる、楽しみを共有してくれるK
君を必要としたとき、三者の間に変化が生じて
いる。兄はこれまでよりもさらにゴミ箱を大き
く揺らして楽しさを演出し、K君の関心を側溝
から逸らして自分の方へと引きつけた。携帯で
のメールを打ち終えた母親の関心も、母親自身
の興味あるものへの没頭から、子どもたちの行
動へと注がれるようになっている。K君と一緒
にゴミ箱を揺らして再び遊びを楽しもうと企て
た兄の気持ちは、母親の禁止の命令で、完遂す
ることなく萎
しぼ
む。母親にとってゴミ箱は、「汚
い物」、「それで遊んではいけない物」である。
子どもたちの遊びの行動を継続させることはで
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きない。母親が気付くまでに充分ゴミ箱を揺ら
して遊びそろそろ飽きてきていた兄は、母親の
禁止と促し「ここに来なさい」に直ぐ応えて、
母親の側へ行き座った。だが、K君は数秒前に
兄からの誘惑に惹きつけられてゴミ箱への興味
を抱き始めたところである。遊びを始めたばか
りのK君が母親の禁止の促しに直ぐ従うはずも
ない。母親は感情を刺激されて、「ｋ！　汚い
からここ来なさい！」と叱る強い口調になり、
K君にゴミ箱を揺らす遊びを止めるように再度
促し、さらには自分の側に来るように命令せざ
るを得なくなっている。
弟K君は側溝での遊びへの没頭を兄の干渉で
止め、ゴミ箱揺らしの遊びを母親に干渉されて
中止している。兄は弟と一緒に遊ぼうとした意
図を母親によって干渉され途中で諦めている。
母親もまた、子どもたち二人の望ましいとは言
えない容認することのできない遊びで、怒りの
感情（情動）を喚起されている。「ゴミ箱を揺
らしていたい」、「弟と一緒に遊んで楽しみを広
げたい」、「子どもたちに汚い遊びをさせてはな
らない」と、三者三様の思いは一致しない。そ
れぞれが相手の思いに干渉しながらも、自分自
身の思いも充分に完結できずに、満足感を抱く
ことができないでいる。
２．状景２：母親の二重の調整活動と
　　Ｋ君への思いの成り込み
K君は周囲のいろいろな物に興味を示してい
る。最初は側溝の踏んだ時の感触を楽しんでい
たK君であるが、兄の干渉でその関心は揺らし
て遊ぶことのできるゴミ箱へと移り、母親の干
渉でタバコの吸い殻入れの上で風に舞っている
紙片へと向かっている。母親が長椅子に座らせ
ようとしても、K君は母親に握られている手を
振りほどいて兄の側へ行く。そして兄の横に置
かれていた本が入ったビニール袋を長椅子から
払い落して、そこへ座っている。母親に叱られ
て遊びを中止せざるを得なかった怒り、その情
動のはけ口をビニール袋に入っている母親の本
に向けて長椅子からはたき落し、怒りの気持ち
を静めている。この時までに、K君が意味ある
単語を喋るのは聞かれていない。したがって、
言語で抗議をするまでにコミュニケーション能
力がまだ発達していないK君は、怒りの情動を
行動で表現したものと思われる。ビニール袋を
はたき落したK君の行動に、母親は「もお！」
と言いながら、ビニール袋を拾い上げ、その中
から本を取り出してバックに入れ、ビニール
袋は「ゴミ箱に捨ててきて！」とK君に手渡し
ながらも、その行動を叱らなかった。なぜで
あろうか。そこには、母親の二重の思い、「危
険な遊びはさせられない」との母親自身の思
いと、遊びを中止させられたK君の怒りの気持
ち、「もっと遊びたい」「ほっといて」の感情に
引き込まれて共感し理解している姿を読み取る
ことができる。「もっと遊びたい」でしょうけ
れど、「汚く危険な遊びは駄目なの、ごめんな
さい、気持ちを静めて」と、K君と自分自身の
情動を調整していると思われる。本はビニール
袋に入っているので汚れていない。遊びを遮ら
れたK君の気持ちを考えると、今度は叱るより
も妥協して本をバックに入れ換えて、汚れたビ
ニール袋をゴミ箱に捨て、叱りたくなる気持ち
を修正したようである。K君をさらに叱って怒
りの気持ちを煽るよりも、遊びへの執着による
K君の怒りが静まるのを待つことにしたのだと
思われる。
３．状景３：兄が見せた母親への共感
母親はバスに乗れなかったことを残念に思う
と同時に、近くにいた研究者に恥ずかしさを感
じたようであった。その母親の気持ちを感じ
取った兄は、バスに乗り込むことのできなかっ
た直接の原因を母親がサッカーボールを持つの
に手間取ってしまったことから、K君の側溝で
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の遊びへと転嫁した。研究者の方をちらりと見
ながら母親に向かって「Kのせいやで、ねー」
と兄が言ったのは、母親の残念に思う気持ちに
共感し、たまたま居合わせたが為に、「バスに
乗り損なう姿を見られてしまった」という研究
者への恥ずかしいという母親の気持ちを静める
ための言い訳を推察することができる。６歳で
はあるが、既に兄には、母親の気持ちに成り込
みながら、自分の気持ちと母親の気持ちを調整
しようとする情動の二重の調整を行う様子がみ
られている。さらに、兄は自分たち家族以外の
人、そこに居合わせた研究者の気持ちまでをも
推し測って、表現することができるまでの情動
の発達がみられている。母親と弟、見知らぬ第
三者の様子を観察しながら行動を取ることがで
きるまでに社会化の発達が進んでいると考えら
れる。
４．状景４：Ｋ君による兄への遊びの誘い
最初は兄が、歩道から車道への距離を縮める
スリル感を味わうために、Ｋ君に遊びへの「誘
い」をかけた。その兄の表情に誘われて、Ｋ君
は真似をして応えた。しかし、車道へ出てしま
うと危険であり、「ダメ、あぶないから」と止
めるようにと母親から禁止が伝えられた。しか
し、兄弟は母親の禁止を聞かずにさらに車道の
方へと距離を縮めて行った。その様子に、つい
に「だめ！あぶない！」と、母親は怒鳴って禁
止せざるを得なかったようである。兄はこの遊
びの危険性を知った上で行っていて、興味はこ
のスリルある遊び、そのものにあるのではなく、
弟Ｋ君が真似をすることを楽しんで誘いをかけ
たのであり、母親の怒鳴る口調を聞くと、これ
以上母親を怒らせてはいけないと判断したので
あろう、にじり出る行動を直ぐに止めた。しか
し、兄からの誘いに応えたＫ君は、母親の怒り
の口調も気にならないらしく、今度は自分から
兄を誘い出そうとして母親の禁止を無視して遊
びを続行しようとする。母親は実力で遊びを中
止させようと、Ｋ君を抱き上げてお尻を叩いた
ものと考えられる。
Ⅳ　考察
現代の青年が精神的に未熟であるのは、自然
との触れ合いの欠乏、親の過干渉もしくは放
任、知育を偏重する画一性の強い学校教育等が
人間としての豊かで奥行きのある発達をそこね
ていると考え、幼少期からの遊びや情動体験の
欠乏になによりも起因するのではないかと考え
ている学者もいる（６）。情動“emotion”とは、
愛“love”、憎しみ“hate”、怒り“anger”、嫉
妬“jealousy”、悲しみ“sorrow”、恐れ“fear”、
失望や諦め“despair”等の感情のことである（７）。
乳幼児期に養育者やきょうだいとの関係を形成
し、遊びの中で情動を充分に体験して積み重ね
ることで、豊かな情緒ある社会の構成員へと
成長してゆく。乳幼児期の行動基準の内面化
は、「自己」が出現すると、悪いことをすると
いう行為自体が、その子どもの情動に大きな衝
撃を生じさせると言われ、自己の基準に沿わな
い、不確かな事態に遭遇すると親の情動表出を
参考して行動を決めることが明らかになって
いる（８）。奇しくも本稿に取り上げた弟Ｋ君は、
ひとりで歩いてはいるが、まだ１語文も話せな
い様子から１歳半前後で、感情のほぼすべてが
そろうと考えられている３歳の年齢に達してい
ない。しかし、兄は誕生からこれまでの年月を
母親との関係の中で、あるいは母親と弟の関係
を観ながら、母親の情動と自分の情動を調整で
きるまでの発達を遂げている。日々の遊びや生
活の中で、養育者やきょうだいの情動表出を受
け入れ、自分の気持ちに映し出し、発見し、あ
るいは受け入れられずに衝突して学び、社会化
の過程を辿っていると考えられる。それは子ど
もが、身近な親やきょうだいの感情や思いの表
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出を受け入れ、映して、発見し、学びを広げて
ゆくように強いられている存在だからであると
もいえる（９）。以下にその考察を試みる。
１．状景１：思いのズレと干渉による学び
今していることを「もっとしていたい」、面
白いことをして「一緒に遊びたい」、「汚く、危
険な遊びをさせてはならない」という一致する
ことのない三者三様の思いが、一緒のことをし
て過ごす時間を三者がもつのを妨げている。し
かし同時に、兄にとってはＫ君と母親が何をし
ているか、母親にとっては子どもたち二人が何
をしているか、常に関心を向けざるを得ない状
景を作り出している。兄はＫ君の様子を窺いな
がら、表情や身振りを巧みに使ってＫ君を誘い
出し、遊びを展開しようと試みている。しかし、
母親の表情や口調からその情動を敏感に察知し
て、母親の感情を害することなくタイミング良
く行動を変更している。その様子からは、兄は
既に遊びの内容自体が母親の基準に沿わないこ
とを知っていると考えられる。兄の年齢を考慮
に入れると、この兄の弟の情動の変化を楽しみ、
母親の情動の変化を感じ取る社会化の過程は健
全に発達していると思われる。母親の遊びを禁
止する干渉とも理解される「しつけ」は、兄の
善悪を判断する道徳的行為の発達過程に関与し
ていると考えられる。一方Ｋ君は、周囲の世界
を探索して回る遊びに興じている。見慣れない
もの全てが遊びの対象になっていると思われる
が、特定の道具を使った遊びも兄の誘いで徐々
に広がっている。まだ母親の怒りの情動がなぜ
生じているのか理解していないようで、なかな
か母親の思い通りには善悪の行為を学ぶまでに
ゆかず、母親の情動を掻き立てているＫ君の発
達過程である。
２．状景２：Ｋ君の社会化の発達過程と
　　母親の２重の調整活動からの学び
自分の手と足で周囲の世界を探索できるよう
になったＫ君は、母親の傍を離れて自分の興味
を充足させることに夢中である。今は、まだ母
親が遊びを禁止する理由が分からず、母親の口
調や表情が変化し、行っている遊びを遮られる
ことで「行ってはいけないこと」を体験してい
る段階である。そのために、母親の叱りの感情
を引き起こす前に、兄のようにタイミングを見
計らって遊びを止めることができない。母親に
遊びを阻止されると、母親の本が入ったビニー
ル袋を長椅子からはたき落とす抗議の態度に出
ていることからも、母親が善悪の判断を下して
叱られたのだと気づいて、自分の行為を反省す
る様子はまだ見られない。
母親は子どもたちのする遊びを最初から禁止
するようなことはしていない。見守りながらも
遊びの展開によっては、最初は軽い口調で「禁
止」の指示を出し、その指示が功を奏さないと
判断するとより強い口調になり、それでも辞め
ない時にはＫ君の手の甲を叩き、手を握り引き
寄せる行為に出る。このときの母親には、「危
険な遊びはさせられない」という母親自身の
思いと、遊びを中止させられたK君の怒りの気
持ち、「もっと遊びたい」という感情を理解し、
「もっと遊びたい」でしょうけれど、「汚く危険
な遊びは駄目なの、ごめんなさい、気持ちを静
めて」と、K君と自分自身の情動が静まるのを
待つ情動の二重の調整活動がみられているよう
である。このＫ君の気持ちに成り込んで理解し
てくれる母親の愛情に守られて、Ｋ君はのびの
びと探索行動を続けることができている。
３．状景３：兄の母親への共感にみられる
　　学び
他者の気持ちを理解するには、自分の感情を
移入して共感することが大切であり、情動領域
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は他者身体の情動領域にまで伸びたり、自己の
身体に限局されたりと比較的自由に移動しうる
と論じられている（10）。また、これまでは無能
力であると考えられていた新生児や乳児も、母
親の喜びの感情や悲しみの感情を映しとる能力
をもち、母親の思いや育児の態度に影響を受け
ていると理解されるようになっている。兄は、
既に母親が自分たち以外の人々の間でどのよう
な感情を抱きながら生活しているかを理解して
いる。母親の気持ちを感じ取り、その感じた思
いを母親へ発信すると同時に、第三者であるそ
こにいてかかわりをもった他者へも「（母親の
せいで）バスに乗れなかったのではありません」
と母親に代わって主張したように思われる。そ
れは、母親の感情に引き込まれて映し出し、新
たに自分自身の主張として組み立てて発信する
ことができるまでに社会化の発達を遂げている
兄の姿である。自己を認識し、他者の気持ちに
共感し、自己と他者の情動を調整しながら感情
を整えてゆく兄の体験からの学びである。
４．状景４：Ｋ君による兄への遊びの「誘い」
　　にみられる学び
兄からの誘いに最初は応えるだけだったＫ君
が、逆に兄を遊びに誘いこもうとする。兄が誘
いをかけることで特定の道具に興味を惹かれて
遊びを繰り広げていたＫ君であったが、繰り返
して誘いを受けるうちに、逆の立場に立つこと
を学んだようである。兄との遊びの体験が、Ｋ
君の社会化の発達に活かされていることを知る
ことのできる貴重な状景である。兄の顔の表情
やしゃがむ姿勢までを真似て、Ｋ君は兄を誘お
うとした。兄は車道と歩道の違いを理解し、車
道との距離がどのような意味を持っているかも
理解している。それだからこそ弟Ｋ君が真似る
ことをスリルとして楽しむことができる。Ｋ君
といる場所を遊びの道具に選択したのである。
恐らくは危険を伴う遊びの情動の高揚を体験し
たことがあるのであろう。しかし、Ｋ君は、兄
のスリル感をまだ理解はしていない。なぜなら、
兄の顔の表情の変化をみることに夢中だからで
ある。自分のいる位置を歩道からより車道の方
へと近づけることがどのような危険を伴ってい
るかを理解することなく、兄の関心を引くため
に遊びを継続している。
おわりに
今回、母子の遊びを通して社会化の発達過程
を観察する機会に恵まれ、また、論稿として記
述する機会に恵まれた。５歳頃までにはほぼす
べての情緒がそろうと言われていたのが、現在
では３歳ごろまでにそろうと報告されるまでに
なっている。興奮・快・不快・怒り・嫌悪・恐
れ・愛情・嫉妬・得意・喜び・満足・心配・恥
ずかしがり・望み・失望などは、他者と関わり、
行動を共にするときに必要な感情である。感情
を適切に表出することができないときには、対
人障害を生じることもある。この感情の動きを
示す情動は、個人の特性としての性格や他者と
の関係性を形成する社会化の発達、環境を調整
して操作する知的発達等に影響を受ける。しか
しながら、最も情動の発達に影響を及ぼしてい
るのはどの因子であるかはまだ判明していず、
今後の解明を待たなければならないが、子ども
の社会化の発達と情緒の発達がともに影響し
合っているのは確かである。観察された母子と
兄弟は、互いの遊びやかかわり合いを通して興
味・喜び・満足・恥ずかしさ・怒りの情動を生
き生きと表出していた。また、善悪の判断や自
己と他者の区別を認識する発達途上にいる弟Ｋ
君は、周囲の世界を探索することに夢中で、母
親の感情の変化を十分に認識できていない。そ
のため、母親は繰り返し禁止させるための行動
に出ざるを得ない状況になる。他方、兄は自分
自身の気持ち、弟の気持ち、母親の気持ちのそ
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れぞれを認識したうえで行動していた。母親は、
Ｋ君と兄の行動を見守りつつ、子どもたちが汚
い・危険な行動を遊びに取り入れようとすると、
止めるようにと言葉による介入を試み、それで
も子どもたちが行動を変える様子を見せないと
きには、実力行使で止めさせていた。
また、ときにはＫ君の気持ちに共感して成り
込み、母親自身の情動とＫ君の情動の両方を調
整する様子も見られていた。その情動の２重の
調整は兄にも見られていて、研究者に向かって
母親の気持ちを代弁する行動も観察された。子
どもが自己の情動を上手にコントロールして社
会性を身につけてゆく過程は、養育者・きょう
だい・日々かかわりを持つすべての人々・生活
をする環境からの影響を複雑に受けながら進
む。偶然に遭遇する体験をも含めて、子どもは
全ての環境要因をその成長発達の糧にしている
と解釈できる。
　本研究は、母子と兄弟のかかわりを観察し
て分析したものであり、研究者の主観的要素が
解釈に影響を及ぼしている可能性を否定できな
い。この意味における普遍性への研究手法の限
界はあるものの、状景は自然発生的に生じた三
者のかかわりであり、子どもの社会化の発達過
程を観察する手法として評価できると考える。
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